
Machiokoshi Energy Co., Ltd.

地域活性とクリーンエネルギーの融合

小国町おこしエネルギー地熱発電所の営業運転開始について
～県内最大級規模、開発開始から日本一早く運開へ～

本日、小国町おこしエネルギー地熱発電所（熊本県阿蘇郡小国町・設備容量約5MW）が営業運転を開始する

運びとなりましたのでお知らせいたします。

　なお、当社は地熱発電などの再生可能エネルギーによる地域活性化、日本の純国産再生可能エネルギーUPを

目的としており、小国町おこしエネルギー地熱発電所は当社グループとして初の地熱発電所となります。また、

熊本県内では最大級の約5MW（送電端出力ベース：4.7MW）の出力となり、年間の発電電力量は一般家庭の

約8,000世帯分相当になります。

当発電所は、小国での地熱開発開始から約５年での地熱発電所の運転開始と、日本ではこれまで前例のな

かった早さでの地熱開発※と、オリジナルの地熱開発モデル（自社掘削機械での調査掘削＋パッケージ型発電

所）を完成させることが出来ました。
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　当社は、地元の小国町役場、地域住民の方々、温泉組合のご協力により、地域に密着した地熱発電事業を開発

してまいりました。

なお、本事業は株式会社三菱UFJ銀行単独で融資（融資金額：78億円）していただいている事業となります。

今後は日本初のフランチャイズ方式での地熱発電所を数多く展開し、日本の地熱開発促進に尽力し、地熱の

副産物である熱水を利用した農水産事業を開発を目指していきます。

地元地域と共存共栄・地域活性を目指し、日本の純国産再生エネルギーUPを目標に邁進してまいります。

※中規模地熱発電所以上で特別高圧線で接続された地熱発電所（バイナリー発電は除く）で当社調べ
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小国町おこしエネルギー地熱発電所

株式会社小国町おこしエネルギー

熊本県阿蘇郡小国町大字北里1441番地の1

熊本県阿蘇郡小国町大字北里字ナメリ4703番

株式会社三菱ＵＦＪ銀行

公的機関による債務保証なし

4.99MW（送電端出力ベース：4.7MW）

約3,449万kWh/年(送電端出力ベース)

40円／kWh
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